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1.  序論
 今の日本は労働問題が多く指摘されている。こ

れから社会に出る私たちがより良い労働環境で

過ごすには、私たちの労働への意識にそれに

あった改革を行う必要がある。以上のことから、

オフィスワークに関する三高生の意識と実際の

働き方改革を参考に、私たちなりにどのような働

き方改革が望ましいのか考えてみようと思った。

5．まとめ・結論
 日本では有給という制度があるが、取得率の低
さや上司への申請・承認が必要なことにより、自
由に休めず、働く人の労働意欲の向上に繋がら
ないというのが現状だ。
 それを改善するためには、旧来の働き方を疑
い、私たちの世代と上の世代が、共に新しい考
え方について学ぶ必要がある。その上で、リ
モートワーク制や1週間の休日を土・日に限らず
自由に移動できる制度の導入、有給制度を活用
しやすい環境づくりが大切であると考える。
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4．結果・考察
 三高生に、長時間労働など日本の様々な労働

問題に対しアンケートを取った。下がその結果で

ある。（母数104人）

  この結果から、リモートワークや自由な休暇取
得など日本で言われている働き方改革の実例
に賛成するような意見が多く見られた。また休み
の多さについては、ちょうど良いとの意見が見ら
れた。よって、休む日程が固定されず、自分の
都合に合わせて休みが取れる制度が求められ
ていると読み取れる。社会の実例として、日本マ
イクロソフト社の有給休暇やリモートワークの徹
底活用、ユニリーバ・ジャパンのWAAと呼ばれ
るリモートワーク制度の活用等、自分らしく働くこ
とを重視している会社がある。

 2.日本の労働環境の現状
・日本人の国民性

 真面目で空気を読んで個人よりも全体の利益を

優先させるというものがある

・長時間労働

 日本の労働環境の問題点として、長時間労働が

当たり前になっていることがあげられる

・有給休暇の取得率

 有給休暇の上司への申請・承認が必要なことや
国民性の影響で日本の有給取得率は世界的に
低い

3. 材料と方法
①アンケート調査で三高生の労働に関する意識
調査をする
②アンケートの結果から三高生が求める労働環
境についてまとめる
③調査結果をもとに、実際行われている働き方
改革を調べる
④三高生に合う働き方改革を私達なりに考え、
提示する
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